
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  はじめは、認知症役の方の演技に参加者の皆さんは圧

倒されていましたが、だんだんと声かけ時の配慮やポイント

をふまえながら積極的に声かけを行うことができました。 

今回の講座の前段では、認知症サポーター

養成講座を行い、認知症に関する知識と理

解を深めました。コロナ禍での開催のため、

参加者の人数制限を行い、全参加者フェイ

スシールドを着用するなど、厳重な感染防

止対策のもと講座を開催しました。 

 

声かけデモンストレーションで

は、実際の日常生活を想定した

4 つの場面ごとに認知症役の方

に声かけを行いました。 

 

発行元 吉川市要援護者見守りネットワーク・吉川市消費者安全地域協議会 事務局（吉川市役所地域福祉課・商工課） 
    TEL048-982-5111（代表）  FAX048-981-5392 

・色々な設定の中で勉強ができてよかった。 

・今日の講座を思い出して、日頃から声をかけら

れるようにしたい。 

・グループ全体で意見を出し合ってできたことがよ

かった。これからも地域全体で声かけをしていけ

たらと思う。 

・認知症の問題は決して他人事ではなく、行く先の 

私たちの道でもあると思いました。 

★3 つの基本姿勢 

①驚かせない②急がせない③自尊心を傷つけない 

★7 つの対応ポイント 

1．まずは見守る 2．余裕をもって対応 3．声をかける

時は一人で 4．後ろから声をかけない 5．相手に目線

を合わせて優しい口調で 6．おだやかに、はっきりした

話し方で 7．相手の言葉に耳を傾けてゆっくりと 



このような異常に気づきましたら吉川市役所地域福祉課までご連絡ください。市が実態把握

を行い、必要に応じて関係機関と連携し解決のために取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

         

 

                                                      

 

 

 

 

 

デザインは、2 種類 

なまりん verと 

ねぎ夫 verとなります。 

見守り情報提供カードを活用してください 

市内での業務中に気になる方を発見したけど、どこに連絡していいのかわからない！！

そんな時にこちらのポケットサイズの情報提供カードが役に立ちます。裏面には各担当

窓口の連絡先が記載されているため、突然の出来事にもすぐ対応できます。 

 

 

“ちょっと”気づいたら・・・情報提供をお願いします。 

『こんな寒いのにずいぶん薄着で出歩いてる。』 

『寝巻で外を出歩いている。』 

『さっきからこの辺をずっとうろうろしている。』 

『新聞受けにずいぶん郵便や新聞がたまっている。』 

『真夜中に部屋の電気がついたままだ。』 

『この何日か、昼間でも雨戸が閉まっている。』 

『夜中に洗濯物が干しっぱなしになっている。』 

『洗濯物が何日も干しっぱなしになっている。』 

『玄関ドアや窓が不自然に開いている。』 

                など 

 

裏面を見れば

連絡先がすぐ

にわかる！ 

消費者安全確保地域協議会(見守りネッ

トワーク)と関係機関との連携件数 

見守り情報提供カード・ステッカーに関する申込は、ネットワーク事務局までご連絡ください。 

事務局：吉川市役所地域福祉課 

連絡先：Te l ０４８－９８２－９５４８(直通) Fax 048-982-5392 

Mail chiiki-fukushi2@city.yoshikawa.saitama.jp 

ステッカーが色あせていませんか？ 

色あせてしまったステッカーを張

替えしませんか？お気軽に事務

局までお問い合わせください。 
9 件(11 月末現在) 

未然防止へのご協力ありがとうございました！ 

https://poromi-free.net/person/pattern/06-01-190712-discovery2/

